
昭
和
三
十
四
年
七
月
｝
日
運
輸
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
置
三
號

準
成
十
九
年
十
月
十
曝
畿
行

第五百八十四號

成十九年十月十日護行

ウ
ェ
ル
ブ
ム
と
形
象
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
：
・
川

　
　
i
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
認
識
理
論
と
の
関
連
で

添
信
介

「
科
学
作
品
の
現
象
学
」
の
試
み
：
…
…
…
…
…
…
・
…
原
田
雅
樹

　
　
一
量
子
論
に
お
け
る
局
所
性
、
並
び
に
代
数
的
視
点
と

　
　
　
幾
何
学
的
視
点
の
干
渉
i

「
経
験
の
可
能
性
の
制
約
」
か
ら
「
可
能
的
経
験
」
へ
…
長
畷

　
　
ー
カ
ソ
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
け
る
演
繹
論
と
図
式
論
1

蔵
人

パ
ー
ス
の
批
判
的
常
識
主
義
・
…
…
…
…
…
…
・
－
：
…
…
佐
々
木
　
崇

京都大學大學院文學研究科内

會學哲都　鼠



京
都
哲
学
会
規
約

一、

{
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
臼
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
の
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
口
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
㈲
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
会
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
代
表
一
名
を
お
く
。
委
員
は

　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
旧
哲
学
科
系
所
属
教
宮
の

　
有
志
、
お
よ
び
委
員
会
に
お
い
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
委
員
会
の
中
に
「
哲
学
研
究
」
の
編
集
委
員
会
を
お
く
。

五
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

六
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
、
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て

　
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
冊
分
）
を
前
納
す
る
。

八
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
に
お

　
く
。

十
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
藤福根中中徳出田杉櫻小氣川片落苧宇摩伊伊板池芦藍赤
　　　　　　　　　　　　　　　　佐
田谷：立村畑永口中村井林多添柳合阪美藤藤藤倉田名田松

京
都
哲
学
会
委
員

明直文邦公和昭秀定

行理武雄行二三道宏彦

恵
美
子

榮
　
　
一

盛俊正宗康紀国芳道雅信和

生茂介巻志雄夫行彦雄夫子介

宮御水松藤

崎牧谷田田

　克雅素正

泉己彦二勝

（
＊
京
都
哲
学
会
代
衷
）



会

告

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

一、

@
教
哲
学

会日

　
　
　
へ
…
…
…
…
…
…
・

「
証
言
」
と
い
う
問
題
系
か
ら

時
　
　
十
一
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
半

場
　
　
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
国
際
交
流
ホ
ー
ル

ー
…
…
京
都
大
学
大
学
院
准
教
授
杉
村
靖

一、

､
同
体
概
念
の
再
想
像
に
つ
い
て
…
…
・
…
京
都
大
学
大
学
院
教
授
　
　
松

、
ー
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
社
会
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
一

※
　
右
終
了
後
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
会
費
五
千
円
）

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
会
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

平
成
十
九
年
九
月

京
　
　
都

田哲

農学

彦二会



A云

告

　、

{
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
せ

ん
。
入
会
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
薩
吉
田
本
町
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
〇
一
〇
二
〇

…
一
一
四
〇
三
九
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○

円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円
（
数
冊
分
）
を
お
支
払
下
さ
い
。
又

会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
…
購
入
及
び
発
売
に
関

す
る
～
切
は
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
一
六
－
七
創
文
社
（
振

替
目
座
○
○
＝
一
〇
1
0
…
九
二
圏
七
二
）
宛
に
願
い
ま
す
。

｝、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
学
会
宛
に
御
通
三
下
さ
い
。

一、

{
誌
の
編
集
に
関
す
る
通
信
・
覇
二
三
・
寄
贈
雑
誌
等
は
本

会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

、
本
誌
へ
の
論
文
の
投
稿
は
、
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
み
受

付
け
、
掲
載
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
と
編
集
委
員

会
で
委
嘱
し
た
委
員
（
若
干
名
）
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員

会
で
決
定
す
る
。
（
本
会
主
催
の
公
開
講
演
会
の
講
演
原
稿
の

掲
載
な
ど
、
編
集
委
員
会
依
頼
に
よ
る
論
文
掲
載
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
学
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
六
〇
六
…
八
五
〇
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
醒
吉
畷
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〇
七
五
－
七
五
三
一
二
七
三
三
）

平
成
十
九
年
十
月
五
日
　
印
捌

平
成
十
九
年
十
月
十
日
　
発
行

編改編
馬副
員人兼

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

調
　
都
　
哲
　
学

出水赤羽

井谷松藤

芳雅明邦

A瓜雄彦彦武

発
売
一

宿
　
刷
　
所

株
式
　
甘

会
桂
倉
　

文

社

久
　
保
　
井
　
浩
　
俊

〒
　
一
〇
ニ
ー
○
○
八
三

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
二
一
六
…
七

常肋

b
　
　
○
｝
礁
1
一
二
工
山
ハ
三
一
七
一
〇
一

振
替
　
○
○
＝
一
〇
－
○
－
九
二
四
七
二

株
式
会
社
暁
印
刷

註
　
文
　
規
　
定

　、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。

二
部
、
送
料
七



雁
成
十
九
年
十
月
五
日
印
刷

李
成
十
九
年
十
月
十
日
漫
行
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